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	１．ダム通砂／排砂運用実施概要��　①出水の概要�　　　・梅雨前線の影響により、球磨川流域では２０１８年６月１８日より雨が降り始め、期間中の�　　  　瀬戸石ダム流域における最大雨量は、湯前横谷地点における時間雨量６１．５mm、日雨�　　　  量２７８．５mm（６/２０）であった。�　　　����　　　・その結果、瀬戸石ダムの最大流入量は３，０５１m3／秒（６/２０ １１：００）であった。��　②通砂／排砂運用概要�　　　・２０１８年６月１８日９時３０分より瀬戸石ダムの水位を通砂／排砂運用水位に向けて低下�　　　  開始�　　　・２０１８年６月２０日５時００分より、通砂／排砂運用水位を維持�　　　・２０１８年６月２０日１１時００分に最大流入量３，０５１m3/秒となる�　　　・その後、流入量が減少したが、梅雨前線の影響による降雨が予想されていたことから通砂�　　　　／排砂運用水位を維持�　　　・流入量の減少により２０１８年６月２２日１３時００分に通砂／排砂運用を終了し、瀬戸石ダ�　　　  ムの水位を回復　
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